
眼の障害で２級または３級の障害年金を受給されている方へ

「眼の障害」の認定基準の改正による
額改定請求のご案内

▶ 眼の障害で２級または３級の障害年金を受給されている方につい
ては、「眼の障害」の認定基準の改正（令和４年１月１日改正）
により、障害等級が上がり、障害年金額が増額となる可能性があ
ります。

▶ 具体的には、２級または３級の障害年金を受給されている方のう
ち、裏面に該当する方（改正後の認定基準を適用した結果、障害
等級が上がる方）は、障害年金額が増額となる可能性があります。

▶ 認定基準の改正に伴って、障害等級が上がり、障害年金額の増額
を希望される場合は、令和４年１月以降、額改定請求のお手続き
を行ってください。

▶ 額改定請求の具体的な手続き方法やご不明な点については、
KKR年金相談ダイヤルまでお問い合わせください。
※お問い合わせ先は、裏面をご覧ください。

【額改定請求に当たっての注意点】
〇 「眼の障害」の認定基準の改正に伴う額改定請求は、令和４年１月以降いつで
も行えます。

〇 額改定請求の結果、障害等級が上がり、障害年金額が増額改定される場合、請
求された月の翌月分から障害年金額が増額となりますので、該当される方は、
令和４年１月以降、お早めに額改定請求のお手続きを行ってください。

〇 現在、３級の障害厚生年金を受けている方のうち、１級または２級に該当した
ことがない方については、65歳を過ぎてからの額改定請求は行えません。

※ 「眼の障害」の認定基準の改正の詳細については、認定基準改正のご案内をご
覧ください。



障害等級 障 害 の 状 態

１級
視力の良い方の眼の視力が0.03以下のもの
視力の良い方の眼の視力が0.04かつ他方の眼の視力が手動弁以下のもの

２級
視力の良い方の眼の視力が0.07以下のもの
視力の良い方の眼の視力が0.08かつ他方の眼の視力が手動弁以下のもの

障害等級 障 害 の 状 態

１級 両眼のⅠ／４視標による周辺視野角度の和がそれぞれ80度以下かつⅠ／２視
標による両眼中心視野角度が28度以下のもの

２級 両眼のⅠ／４視標による周辺視野角度の和がそれぞれ80度以下かつⅠ／２視
標による両眼中心視野角度が56度以下のもの

障害等級 障 害 の 状 態
１級 両眼開放視認点数が70点以下かつ両眼中心視野視認点数が20点以下のもの

２級 両眼開放視認点数が70点以下かつ両眼中心視野視認点数が40点以下のもの

「眼の障害」の認定基準の改正（令和４年１月１日）による
額改定請求の対象となる方

眼の障害で２級または３級の障害年金を受給されている方のうち、以下
に記載している「改正後の認定基準」を適用した結果、現在の障害等級よ
りも等級が上がる方は、障害年金を増額させるための「額改定請求」の対
象となります。
改正後の視力障害の認定基準

改正後の自動視野計に基づく視野障害の認定基準

改正後のゴールドマン型視野計に基づく視野障害の認定基準

【KKR年金相談ダイヤル】
0570－080－556（ナビダイヤル）
0570におかけになれない場合（050で始まるお電話からの発信など）等
03－3265－8155（一般電話）
受付時間:9時00分～17時30分
※土日祝日、年末年始はご利用できません。
◇ おかけ間違いのないよう、「KKR年金相談ダイヤル」の電話番号をご確認のうえ、おかけ願います。
◆ ご相談等の内容は、電話応対の品質向上のため録音させていただきますので、ご了承ください。


